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校門のサザンカが満開です。寒さも本格的になりました。朝は吐く息でメガネが曇ります。２学期当

初は熱中症を心配して登校時のマスクを気にしていました。今は手袋をするよう指導しています。改め

てこの学期の長さを感じるとともに、無事終えられることのありがたさを実感しています。 

この 2 学期は新型コロナウイルス感染症の警戒をしつつ、運動会、自然学校、修学旅行、そして竹野

3 小学校合同授業（オープンスクール）などのたくさんの学校行事を行うことができました。 

今学期も竹野っ子は元気でした。感染症に気をつけながら、仲間とともに笑顔いっぱいで活動する姿

を見せてくれました。終業式では今まで歌えなかった校歌を歌いました。久しぶりです。少しずつ日常

の学校生活を取り戻し、元気で学び合う日々が過ごせるようになっています。これもご家庭の皆様、地

域の皆様のご支援ご協力があってのことです。本当にありがとうございました。 

本日、子どもたちの２学期のがんばりがつまった「はげみ」（通知表）をお渡しします。子どもたち

が成長した様子をご覧になり、2 学期のがんばりをたっぷりほめてあげてください。 

明日から冬休みが始まります。冬休みは感染症が流行りやすい時期です。しかし、新年を家族で迎え

る大切な期間でもあります。感染症に気をつけながら、ご家庭でゆっくりとお過ごしください。そし

て、子どもたちが 3 学期に向けて心身の充電ができますようよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、皆様方にとりまして新年が良い年となりますことを祈念し、年末のごあいさつ

といたします。 

豊岡市立竹野小学校 校長 宇川 博久 

 

これまでの「とよおか歩子（あるこ）」の取組にご協力いただきありがとうご

ざいます。12 月２１日現在、竹野小学校は９，８２３ポイントで市内学校園１１

位です。 

この「とよおか歩子（あるこ）」のポイント申請期限が迫ってきています。申

請期限は 12 月 31 日（金）です。貯まっているポイントの寄付手続きがまだの

方は、ぜひとも「竹野小学校」に寄付をお願いします。 

 １ポイントで２．５円の補助金となり、学校備品費として活用できます。昨年度は図書室の「キッ

ズサークルベンチ」「キッズスペースマット」を購入しました。子どもたちがリラックスして読書を

楽しんでいます。今年度もぜひともご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

１２・１月の行事予定 

日 曜 学校行事予定 日 曜 学校行事予定 

１２ 月 14日 金 読み聞かせ 学校統合に係る合同授業 竹野中体験入学 書写巡回展 

25日 土 冬季休業日（～１月６日） 17日 月 メモリアルデー あいさつ運動 がんばりタイム 

28日 火 仕事納め 18日 火 児童集会 

29日 水 年末・年始休日（～１月３日） 19日 水 集団下校 書き初め展最終日 

１ 月 21日 金 読み聞かせ 

４日 火 仕事始め 24日 月 がんばりタイム 

７日 金 第３学期始業式 集団下校 25日 火 全校集会 

10日 月 成人の日 26日 水 集団下校 

11日 火 卒業写真撮影 書き初め大会 身体計測 給食開始 27日  木 委員会活動 

12日 水 あいさつ運動 書き初め展・毎日元気に竹野っ子開始 集団下校 28日 金 読み聞かせ 代表委員会 外そうじ 

13日 木 クラブ活動 31日 月 がんばりタイム 

☆予定が変更になることがあります。ご了承ください。 

竹野小ブログ 竹小ほぼ日日記 takenoshou.blog.fc2.com に学校の様子を写真とともに載せて

います。検索は「竹野小ブログ」でヒットします。ご覧ください。 

竹野小学校公式ウェブサイトは www2.city.toyooka.hyogo.jp/edu/school/takeno-es/です。 

 

「子どもの話をじっくりと聴きましょう。」 

どの子育ての本にもこのように書かれています。しかし、子どもの話を大人と

同じように聴くのは簡単ではありません。なぜなら、多くの大人は「大人優越主

義」に基づいて行動してしまうからです。 

極端な大人優越主義者は「子どもは幼く、物事を知らない。大したことは言えない。」と考え、子ど

もの話に耳を傾けることができません。さらに、子どもの話を「比べ」「決めつけ」「心を読もう」と

「命令」しながら聴くので、受け止めることもできません。 

幼い子どもは、自分の感情や要求を表現しながら育っていきます。それが子どもなのです。親がその

子どもの感情や要求を聴こうとしないと、子どもは感情を抑圧してしまいます。そして、それが溜まり、

最後には爆発してしまいます。子どもの感情は消えてなくならないからです。 

子どもの話を聴くときに、親にとって必要なことは「共感」することです。幼い子どもは強い感情を

持っていますが、それを伝える「ことば」と「経験」が乏しいのです。親にとって必要なことは子ども

の感情を正確に読み解き、その感情を丁寧に受け止めることなのです。 

実際、子どもの話を能動的に聴くだけで、その悩みを解決できることが多いものです。それ以上何も

与えなくても良いのです。親に話を聴いてもらい「共感」してもらった子どもが、自分の不安に耐えた

り、気にしなくなったりする程度にまで減らせれば、問題が解決することがあるのです。 

親が良い聴き手であるとき、子どもは良い話し手となるだけではなく、良い聴き手の手本を得ること

になります。結果として子どものコミュニケーション能力が高まるのです。冬休み、家族団らんの中で、

じっくりと子どもの話に耳を傾けていただければ嬉しいです。 


